WELHE Lepidoptera Science 68(1) : 8-19, April 2017 


旧 北 区 の チョ ウ , ベニ シジミ が 屋久 島 ま で 南下 し た 
福田 晴夫 り ・ 久 保田 義則 ? 


D 890-0024 鹿児島 市 明和 4-5-32 
?891-4402 鹿児島 県 屋久 島町 麦 生 589-12 





Southwards range expansion by the palaearctic small copper, Lycaena phlaeas (Linnaeus, 1761) 
(Lepidoptera, Lycaenidae), to Yakushima in the northern Ryukyus 


Haruo FUKUDA” and Yoshinori KUBOTA? 


" Meiwa 4-5-32, Kagoshima, 890-0024 Japan 
2 Mugio 589-12, Yakushima, 891-4402 Japan 


Abstract In recent years in Japan, not a few southern butterflies have expanded their ranges northward. Around 
2006, however, the palaearctic Lycaena phlaeas chinensis (C. Felder, 1862) moved southward to Yakushima, and the 
species seems to have become an established resident there. The present paper reports its expansion processes, and 


discusses the cause of this southward expansion. 


Key Words 


ベニ シジミ 亜 科 Lycaeninae は 世界 に 100 種 あ まり が 知ら 
れ 。 そ の 大 部 分 は 東 ア ジア デー 中 央 アジ アー ヨー ロッ パ 中 南 
部 と 北米 な ど , 北半球 の 冷温 常 一 亜寒帯 に 分 布 し て いる (R 
後 ・ 三 枝 , 2002a, b, c). ベ ニシ ジミ Lycaena phlaeas (Linnaeus, 
1761) は その 1 種 で , 朝鮮 半島 か ら 中 国 , シベ リア , ヨー ロッ 
パ に わた る ユー ラ シ ア 大 陸 の 中 北部 に 広く 分 布 す る 旧 北 区 
系 の 種 で ある が LD, 2013), 北米 や アフ リカ 中 部 に 
も 進出 し て いる と いう 見 解 も ある ( 矢 後 ・ 小 田 切 , 
2007). 日 本 産 は 固有 亜 種 た ヵ daimio (Matsumura,1919) と 
され て いた が (白水 , 2006; 矢 後 ・ 小 田 切 , 2007), 猪 又 
Ò (2013) は 朝鮮 半島 , 中 国 , ロシア 極東 地域 産 と 共に 亜 
fE L. p. chinensis (C. Felder, 1862) と し て いる . 日 本 列島 で 
の 分 布 域 は , 本 州 , 四国 , 九州 の ほか , 島 風 の 礼文 島 , ^U 
尻 島 , 焼 尻 島 , 奥尻 島 , 伊豆 諸島 , 佐渡 島 , 隠岐 諸島 , 淡 
路 島 , 小豆 島 , 対馬 , 壱岐 島 , 平戸 島 , 五島 列島 , 天草 群島 , 
草 島 列島 , 大 陽 諸島 (種子 島 , 屋久 島 ) で , 分 布 南限 地 の 
屋久 島 で は 最近 の 記録 が 急増 し て いる ( 猪 又 ら , 2013). 
本 稿 は 屋久 島 で の 急増 に つい て の 詳し い 報 告 で ある . 


旧 北 区 の 東南 辺 縁 部 を 占め る 鹿児島 県 で は , 旧 北 区 系 チョ 
ウゥ 群 (以下 , 北方 系 チョ ウ 群 ) の 分 布 南限 種 が 多い . 渡瀬 
線 の ある トカ ラ 列 島 を 南限 と する 種 は 1 種 の み で ある が 
屋久 島 を 南限 と する 種 は ベニ シジミ を 含む 20 種 , 種子 島 , 
三島 村 に は な く , 九州 本 島 GER- KEES) は 29 f, 
霧島 山系 に は 9 種 が ある (福田 ・ 守 山 , 2013). これ ら に は , 
分 布 南限 地域 に お いて も , ベニ シジミ の よう に 安定 し て 見 
られ る 種 も いる が , 減少 ・ 絶 滅 危 恨 種 が 多く , 2016 年 の 「 改 























global warming, settlement, southward migration, spreading the distribution, Tanegashima. 


訂 ・ 鹿 児島 県 の 絶 減 の お それ の ある 野生 動植物 ] に は , IH 
北 区 系 チョ ウ 群 で 県 本 土 の 低 地 に お いて 生息 が 危 恨 され て 
いる 種 と し て , 19 種 が リス ト ア ッ プ され て いる . 


この よう な 減少 ・ 絶 滅 が 危 選 され る 原因 の ひと つ に 現在 進 
行 中 の 温暖 化 が 挙げ られ る が , その 影響 の 中 で 注目 され る 
の は , 北方 系 種 の 生息 地 南部 で の 減少 ・ 絶 減 と 北部 で の 分 
布 拡大 . お よび 南方 系 種 の 分 布 北上 で ある . 


北方 系 チョ ウ の 例 と し て は , メキ シコ か ら カ ナダ の 太平 洋 
岸 に お ける , Euphydryas editha が 報告 され (Parmesan, 
1996), 朝鮮 半島 で も 温暖 化 に よる 分 布 北上 と 半島 南部 で の 
消滅 の 事例 が ある (Kwon et al., 2010 ; Kwon et al., 2014). 
日 本 列島 で も 旧 北 区 系 チョ ウ の 南部 で の 減少 ・ 絶 減 , 東洋 
区 系 の チョ ウゥ の 北進 が 顕著 で ある が (桐谷 ・ 湯 川 , 2010 : 
福田 , 2012a, b, c: 矢 後 , 2014, 2015), 筆者 ら は , 屋久 
島 に お いて , ここ を 南限 と する ツマ キチ ョ ウ Anthocaris 
scolymus Butler, 1866 & と ウラ ナミ ジャ ノ メ Ypthima multistriata 
Butler, 1883 が , まだ 比較 的 安定 し た 発生 を 続け て いる こと 
を 示し た (福田 ・ 久 保田 , 2008, 2012). 本 報 で は , この よ 
うな 環境 下 に ある 屋久 島 に , 旧 北 区 系 の ベニ シジミ が , D 
ず か 18 km で は ある が , 海 を 越え て 南下 し , 定着 の 様相 を 
見 せ て いる こと を 報告 する . 


ベニ シジミ は 蘭 磨 ・ 大 隅 両 半島 の 南部 まで は 普通 に 見 られ 
る が , 三島 村 に は 産 せ ず , 種子 島 で は 1972 年 以降 に 見 ら 
れる よう に な っ た . 屋久 島 で は 1932 年 に 1 ず の 記録 GL 
崎 ・ 梅 野 , 1929) が あっ た が , その 後 の 発見 例 は な く , 78 
年 後 の 2006 年 に 再発 見 され て か ら , 2013 年 (現在 ) まで 


X. 


発生 を 継続 し て いる と 判断 され る . 本 報 で は 近隣 の 種子 島 
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の 状況 に も 触れ な が ら , 本 種 の 分 布 拡大 の 実態 を 総括 する . 


類似 の 現象 と し て は , ロシア か ら 北 海道 に 侵 人 し , 青森 ・ 
岩手 県 に まで 分 布 を 広げ た オオ モン シロ チョ ウ Pieris 
brassicae (Linnaeus, 1758) の 例 は ある が , 本 種 は アブ ラナ 
科 作 物 の 大 害虫 で ヨー ロッ パ か ら ロ シア に 東進 , ie 
で も 多発 する よう に な っ て , 1995 年 に 北海 道 に 飛来 し た 
も の で (白水 , 2006), ベニ シジミ と は 異質 な 分 布 拡大 と 
みて よい . また , 南西 諸島 に は , 毎年 , 秋 に 北西 季節 風 に 
乗っ て 飛来 する と 推定 され る キタ テハ Polygonia c-aureum 

(Linnaeus, 1758), ツマ グロ キナ チョ " Eurema laeta 

(Boisduval, 1836) な ど が いる が , 発見 され る 地域 は 同 諸 
島 ほ ぼ 全 域 に 及び , 定着 に は 至っ て いな い . 


調査 方 法 

筆者 ら の チョ ウ 類 の 通常 の 調査 方 法 は , 種 あ る い は 地域 な 
ど 主 要 な テー マ を 設定 し て , これ に 関す る 情報 収集 を 主眼 
と し な が ら , 出現 し た チョ ウ 類 全 種 に つい て , 一 定 地域 あ 
る い は ルー ト 毎 に , 調査 時 間 帯 , 天気 , 目撃 ・ 採 集 し た 個 
体 数 (3 段階 に 記録 ), 必要 に 応じ て 成虫 の 汚損 の 程度 , 
幼虫 の 食餌 植物 , 習性 な ど を 記録 し て いく も の で ある . し 
た が っ て , ベニ シジミ が "発見 出来 な か っ た 記録 "と し て 
も 十分 に 活用 で きる . 一 方 , ベニ シジミ を 主 対 象 と し た 調 
査 で は , 地域 を 2006 年 の 最初 の 発見 地 (一 湊 ) か ら , B 
全域 の 低地 に 広げ た こと , 各地 で 成虫 の 個体 数 , 食 草 と 幼 
生 期 の 状況 に と くに 注意 し た 点 で , 本 種 に つい て の 情報 量 
が 格段 に 多い . 


と は いえ , ベニ シジミ が 以前 は 屋久 島 に 生息 し て いな か っ 
た こと を , 完全 に 証明 する こと は 不可 能 な た め , 調査 し た 
が 発見 で き な か っ た と いう 記録 を 集積 する し か な い . その 
調査 頻度 と 精度 が 高い ほど 真実 に 近づく . 


し た が っ て , 本 稿 で は , 屋久 島 に お ける 1917 年 以降 の 文 
献 記録 を 見 直し た の ち , 筆者 ら の 調査 結果 を , ベニ シジミ 
が 生息 し て いな か っ た こと を 示す た め の , 本 種 を 主 目的 と 
し な か っ た 時 代 , “発見 され な か っ た 時 代 ”" の 調査 (1954 
年 一 2009 E) と 本 種 を 主題 と し た 時 代 (2010—2015 Œ) 
に 分 け て 再 検討 する . 

文献 : 屋久 島 の チョ ウ 類 に 関す る 文献 と 記載 内 容 は , 福田 
(1961), 福田 ・ 田 中 (1962), 福田 (2007b), 白水 (1958 - 
1985-2003) Ol£z», ESE] (1987— 1996 : 2004 — 
2007 Œ) ( 蝶 研 出版 。 XBO, 「 月 刊 む し 」 に 1990 年 か ら 
2015 4E, 毎年 掲載 され た 「 チ ョ ウ 界 1 年 の 回 顧 」 (白水 隆 ・ 
福田 晴夫 ・ 矢 後 勝也 著 ). お よび 鹿児島 昆虫 同好 会 会 誌 
Satsuma(1—150 号 : DVD で 全 記 録 検 索 可 能 ) な ど を 活用 
し て 検討 し た . 


屋久 島 の 現地 調査 : 福田 は 1954 年 7 月 , 1957 年 7—8 H, 
1967 年 8 月 , 1973 年 11 月 , 1977 年 4 月 , 1982 年 3 月 , 
1986 ££ 7 H, 1988 年 $・8 月 , 1990 年 7・11 H, 1991 年 
4・11 H, 1992 年 3 H, 2002 年 6 H, 2003 年 4・10 H, 
2004 年 10 H, 2005 年 4 月 に チョ ウ 類 の 調査 , さら に , 本 














種 を 目的 と し た 福田 ・ 久 保田 の 共同 調査 を , 2010 年 (6 月 , 
8 月 ), 2011 年 (4 月 ), 2012 年 (5 月 , 10 月 ), 2013 年 (10 
H), 2014 年 (6 H, 10 H) 2015 年 (10 H) の 9 回 実施 
し た . 久保 田 は 1998 年 以降 の この 島 在 住 者 で , 居住 地 (Æ 
^E) の ほか , 各地 で の 昆虫 類 調査 を , 2010 年 11 回 , 2011 
年 10 回, 2012 年 8 回 , 2013 4F 19 回 , 2014 年 16 回 , 
2015 年 6 回 実施 し た . これ ら の 中 に は ベニ シジミ と 同様 
な 環境 , 人 里 に 生息 する 屋久 島 南 限 種 , ツ マキ チョ ウ 
Anthocaris scolymus Buttler, 1866 (福田 ・ 久 保田 , 2008) と 
ウラ ナミ ジャ ノ メ 2 Ypthima multstriata Butler, 1883 (福田 ・ 
久保 田 , 2012) を 探索 し た 時 代 も 含ま れ , 耕作 地 周辺 で は 
入念 な 調査 を 実施 し て いる . 


種子 島 の 調査 : 屋久 島 へ の 飛来 源 と し て 可能 性 の 高い 種子 
島 で の 状況 を 知る た め に , 既存 の 文献 調査 (前 記 ) に 加え 
て , 福田 に よる 以下 の 調査 記録 を 活用 し た . 


本 種 を 意識 し な か っ た 時 代 の 調査 と し て は , 1934 年 (7 
H), 1982 年 (2 H), 198$ 年 (5 H), 1989 年 (10 月 ), 
1999 年 (4 H), 2000 年 (5 H), 2005 年 (10 月 ・11 月 ), 
2006 年 (7 H), 2009 年 (6 H), 2010 年 (10 H), さら に 
本 種 を 目的 と し た 調査 を , 2013 年 6 月 15・1e 日 と 9 月 
14:15 H, 北部 山地 の 公園 か ら 南 部 の 低地 水田 地帯 まで , 
同年 11 月 28・29 日 も 南種子 町 の 耕作 地 を 中 心 に 調査 し た . 
気象 デー タ : 移動 ・ 定 着 に 関わ る 気流 , 気温 は , ベニ シ ジ 
ミ の 飛来 の 時 期 と し て 最も 可能 性 の 高い , 個体 数 が 多い 6 
月 の デー タ を , 2005 年 一 2009 年 に つい て , 気象 庁 2016 年 
ウェ ブサ イト : www.data.jma.go.jp (各種 デー タ ・ 資 料 ) 
で 見 た . 観測 地 は 屋久 島 東部 の 測候所 (小瀬 田 の 空港 内 ) 
で ある . 


食 草 調査 : 本 種 の 食 草 は タデ 科 Polygonaceae の ギシギシ 
属 (スイ パ 属 ) Rumex に 限ら れる が (仁平 , 2004 : ほか ), 
屋久 島 に は , スイ バル acetosa, ギシギシ AR. japonicus, お 
よび ヒロ ハギ シギ シ (エゾ ノ ギ シ ギ シ ) R. obtusifolius が あ 
る (初島 , 1986). ちな み に , 南西 諸島 に は この ほか , ヒ 
メス イ バ acetosella な ど 8 種 の 帰化 が 知ら れる (初島 ・ 
KEF, 1994 : 堀田 , 2013 : 志 内 ・ 堀 田 , 2015). 筆者 ら は 
調査 地 に 出現 する 種 に つい て , 幼生 期 の 探索 を 行っ た が , 

高 標 湿原 ( 花 ノ 江 河 な ど ) や 近年 の 帰化 種 が ある 可能 性 を 
も つ 牧 場 で の 調査 は 実施 し て いな い . 


標本 : 成虫 斑紋 の 変異 な ど を 知る た め に 作成 し た 標本 は , 
著者 (久保 田 ) 採集 の も の で , 初 採集 の 2010 年 $ 月 2 日 (1 
3) 以降 , 表 1 の 83 46 $ Cd 2. 季節 的 変異 に つい て 
は , 今後 の 他 地 域 産 と の 比較 の た め に , 加藤 ・ 橋 本 (2012) 
の モデ ル 標 本 写真 を 参考 に し た . 


飼育 : 食 草 お よび 幼生 期 の 生育 状況 を 知る た め の 飼育 を , 
鹿児島 市 の 室内 で , 越冬 世代 成虫 か ら 4 月 に 採卵 し , 5 月 
の 次 世代 の 羽化 まで 行っ た . 飼育 用 器 は 角 型 プラ ケー ス 
(19.5 X 11.5 x 7.0 cm) を 使用 , 館 は 切り 口 を 湿っ た 腕 
脂 綿 と アル ミホ イル で 包み , 枯れ た り , 食い 尽く し た り し 
た 時 点 で 交換 し た . HR, 温度 な ど は と くに 調節 せ ず , 人 
が 生活 する 室内 に 置い た の で , 直射 日 光 は 当たら な い が , 
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電灯 の 光 を 受け て いる . 


調査 結果 
年 次 变化 
文献 と 現地 調査 の 結果 を 総括 する と , 年 月 ご と , 地域 ご と 


の 個体 数 は 表 1 の よう に な り , 発見 地 の 広 が り は 図 1 に 示 
され る . これ ら は 次 の よう な 年 次 変化 を 示す . 


1928 年 :8 月 1 日 , 南西 部 の 集落 , 栗生 で 1 採集 , 屋久 
島 で の 初 記録 (江崎 ・ 梅 野 , 1929). 


1929—2005 年 : 無 記 録 時 代 . この 76 年 間 は 本 種 の 記録 を 
欠く . 


2006—2009 年 : 78 年 ぶり に 2006 年 3 月 21 H, 北部 の 一 
湊 集 落 で 産卵 中 の 1 和 そ が 発見 され , その 後 同年 内 に 6 頭 が 
目撃 され た (久保 田 ・ 真 用 , 2010). 続く 2007 一 2008 年 は , 
久保 田 ・ 真 邊 (2010) に は 「 一 湊 で は 目撃 で き な か っ た ]」 
と ある が , 2009 年 も 一 湊 で は 5 H, 8H, un 月 と 記録 が 続 
き , 以後 も 安定 し 発生 が 続く . 北西 部 の 永田 で は 2009 年 
8 月 18 日 に 1 の 撮影 記録 が 出 た が , ここ で は "数 年 前 " 
か ら 本 種 ら し い チ ョ ウ が 目撃 きれ て いる と いう (尾上 

2010). 


2010—2012 年 : 2010 年 に 東部 の 小瀬 田 で , 2011 年 に は 北部 
の 志 戸 子 で も 発見 され た . 2012 年 に は 新 産地 の 発見 は な 
か っ た が , 北部 一 帯 の 永田 , 一 湊 , 志 戸 子 で は 記録 が 続い た . 
2013—2015 年 : 2013 年 は 東部 の 楠 川 , 磯部 に 加え て , 南 
部 の 栗生 , 平内 , 麦 生 で も 発見 され た . 2014 年 に は 安房 
の 春田 浜 で 初め て の 幼虫 が 採集 され , 平内 の ミカ ン 園 一 淀 
で は 多数 の 個体 が 確認 され た . 2015 年 11 月 7 日 に は 宮 之 
浦 市 街 地 ( 宫 之 浦 川 畔 ) で , 金井 賢一 氏 (鹿児島 県 立 博物 
fE) が 2 個体 採集 し た (金井 氏 ・ 私 信 ). 

以上 の ほか , 有田 (2015) は , 北部 の 限ら れ た 地域 の み に 
生息 する と し て , 2014 年 3 月 26 日 撮影 の 成虫 の 生態 写真 
(5 葉 ) を 示し て いる が , 撮影 地 は 記し て な い . な お , 
2011 年 5 月 に 42 年 振り に 発見 され た と いう 記述 は 誤り で 
ある . 


いずれ に せよ , これ で , 永田 一 栗生 間 の 集落 の な い 西 部 林 
道 域 を 除く , ほぼ 全島 の 低地 集落 で 発見 され た こと に な る . 
食 € 

筆者 ら は 屋久 島 で , 2011 年 4 月 に スイ バ へ の 産卵 行動 を 
観察 し . 2004 年 6 月 に は ギシギシ で 終 和 齢 幼虫 を 採集 し た . 


飼育 時 に 与え る と , 45 月 の 幼虫 は 両 種 と も に よく 扱 食 
成育 し た . 


これ ら の 自生 地 は , スイ バ が お も に 耕作 地 と その 周辺 , ギ 
シギ シ は 海岸 岩場 , 造成 地 , 車道 周辺 な どの 荒れ 地 に 多かっ 
た . この 点 で は 鹿児島 県 本 土 と ほぼ 同様 で ある . た だ し , 
栗生 の 畑作 地帯 の よう に ギシギシ が 多く , スイ バ は 見 られ 
な い 地 域 も ある . 一 方 で , スイ バ が 優 占 す る 地区 と し て は 
平内 地区 の ミカ ン 園 が あっ た ( 図 2). 











発見 地 の 環 境 と 発生 状況 
これ まで の 発見 地 の 環 境 と 発生 状況 は 次 の 通り で ある . 発 
見 が 早かっ た 北部 か ら 東 部 , 南部 の 順に 記述 する . 


永田 ( 図 3・4) : 永田 川 の 左岸 , 一 周 道路 78 号線 の 山手 
に 集落 が あり , その 西部 の 畑地 , 東部 の 水田 地帯 に スイ バ 
ギシギシ が 多い . ベニ シジミ は 水田 地帯 で 普通 に 見 られ 
畑地 で は 少な い . 2015 年 に は 海岸 側 の 墓地 周辺 まで 広がっ 
て いた . 山地 の 横 河 渓 谷 で は 食 草 も 発見 で き な か っ た . 


一 湊 ( 図 $) : 一 湊川 の 左岸 , 堤防 に ギシギシ が , 畑地 に 
スイ バ が 多い . 集落 内 の 畑地 に は 両者 が 見 られ る . ベニ シ 
ジミ は 安定 し て , 広い 範囲 に 見 られ る が , 個体 数 は あま り 
多く な い . 

GET : 集落 周辺 に 家庭 菜園 的 畑地 が あり , ギシギシ が 多 
€, スイ バ も 少し ある . ベニ シジミ は 2011 年 か ら 毎年 発 
生 し て いる が , 畑 の 耕作 状況 に より 個体 数 変動 は 大 きい . 
一 周 道路 より 山手 側 は 段々 畑 で .。 スイ バ と ギシギシ が 僅か 
に ある が , ベニ シジミ は 未 発 見 で ある . 

宮之浦 : 港 の ある 市 街 地 で ある が , 以前 に 屋久 島 環 境 文 化 
村 セ ンタ ー 付 近 で 調査 し た 時 は 発見 され な か っ た . 2015 
年 に ギシギシ の ある 宮之浦 川沿 いで , ベニ シジミ が 発見 さ 
r 


楠 川 : 2013 年 に 発見 され た 産地 で , 以後 毎年 発見 され て 
いる . 畑地 の 土手 に スイ バ が 生え , 海辺 の 荒れ 地 は 帰化 植 
物 の 世界 で ,. ギシギシ の 大 群落 の ほか , シロ ノ セ ンダ ング 
サ , アレ チ ハ ナ ガサ , タチ スズ メ ノ ヒ エ が あっ た . し か し 
2015 年 末 に は 荒れ 地 が 整備 され , ギシギシ は 消失 し て いた . 


小瀬 田 ( 図 6) : 2010 年 と いう 早い 時 期 に 発見 され , 以後 
も 定着 し て いる と 思わ れる が , 個体 数 は 少な い . 海辺 の エ 
ビ 養 殖 場 と その 上 の 荒れ 地 に ギシギシ が 多く , スイ バ は 一 
周 道路 沿い に 少し だ け あ る . 


船 行 : 2014 年 に 1 個体 が 確認 され た の み . や や 内 陸 部 の 
畑作 地帯 で , 家庭 菜園 的 な 場所 が 多く , スイ バ が 自生 する . 


磯部 : ベニ シジミ は 2013, 2014 年 に 少数 が 見 られ た . 狭 
い 岩 場 の 海岸 で ギシギシ が 生え る . 

春田 浜 ( 図 7) : 岩場 で や ギシギシ が 多く , これ か ら 幼 虫 が 
発見 され た . 個体 数 が 少な い の か , 成虫 は 未 発見 で ある . 
ZE (Bldg): 港 の 広場 に な っ て いる 埋め 立て 地 が 荒れ 地 
と な り , ギシギシ が 多い . し か し , ベニ シジミ は 少な い . 
2013 年 に は 漁港 の 南西 海岸 (メッ ポ ガ シ ) で も 1 個体 確 
認 し て いる . 

平内 ( 図 9) : 78 号線 より 山手 に 棚田 が あり , その 上 の 段々 
の ミカ ン 園 林 床 に スイ バ の 群落 が ある . ベニ シジミ は 
2013 年 の 発見 以来 , 多数 の 発生 が 確認 され て いる . 

栗生 ( 図 10) : 1928 年 の 屋久 島 初 記録 の 出 た 地域 で ある が 
ベニ シジミ の 発見 は 2013 年 と 遅かっ た . 個体 数 も あま り 
多く な い . 栗生 川 右岸 の 畑地 に ギシギシ は 多い が , スイ バ 
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表 1. 屋久 島 各 地 の ベ ニシ ジミ の 発見 記録 の 年 次 変化 
数 字 は 頭数 , 0 は 調査 し た が 発見 出来 な か っ た 記録 . 調査 日 の 詳細 は 本 文 参 照 . 一 湊 と 小瀬 田 の 2006 一 2010 Æ 9 月 の 記録 は 久保 田 ・ 
真 邊 (2010)0 に よる (修正 に つい て は 本 文 参 照 ). 


Table 1. Yearly and monthly changes of the number of captured or found L. phlaeas in various sites in Yakushima. 
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1. 屋久 島 に お ける ベニ シジミ の 分 布地 の 拡大 . 
a. 2006 — 2009 年 , b. 2010 ~ 2012 年 , c. 2013 — 2015 fF. 
Fig. 1. Yearly increase of capture sites of L. phlaeas in Yakushima. 





Capture record sites are plotted. Black spot (previously known site) , Red spot (newly recorded site) 


去 、 


2. 好適 な 生息 地 の ひ と つ , スイ パ 群 落 の ある 平内 の ミカ ン 
(2014 年 3 月 22 日 撮影). 

Fig. 2. One of the suitable habitats of L. phlaeas, citrus orchard in 
Hirauchi where R. acetosa abounds. 


は 未 発見 で ある . 
成虫 斑紋 の 季節 的 変異 (季節 型 


加藤 ・ 橋 本 (2012) を 参考 に , 屋久 島 産 の 個体 を 選ん で , 
明 色 型 RA), 中 間 型 , 暗色 型 ( 夏 型 ) の モデ ル と し た ( 図 





11). 


久保 田 の 採集 個体 を それ に 習っ て 分 類する と 表 2 の よう に 
な る . これ に よる と , ず は 明 人 色 型 が 3 一 7 月 (4・5 月 に 多い ) 
と 12 月 に , 中 間 型 が 6 一 10 月 (6・7 月 に 多い ) に , 暗色 
型 が 6 一 8 月 (7 月 に 多い ) に 出現 し , や は 明 色 型 が 3 一 8 
月 ($ 月 に 多い ) と 12 月 , 中 間 型 が 6 一 8 月 (7 月 が 多い ), 
暗色 型 が 7 一 8 月 (いずれ も 少数 ) に 出現 し て いる . 全体 
的 に は , 越冬 世代 は 明 色 型 に な る が , 第 1 世代 の 多く は 6 
ー7 月 に 暗 化 傾向 を 示し , の が そよ り 暗 化 傾向 が 強い . 


種子 島 で の 現状 


この 島 の チョ ウ に 関す る 文献 は 1917 一 1937 年 に 9 編 (A 
水 , 1958), Satsuma に は 1952 — 2015 年 に 96 編 あ る が , 
バニ シジミ の 初 記録 は 1972 年 で (中 峯 ・ 日 高 , 1978), こ 
の 文献 で は , 本 種 を “土着 疑問 種 " とし, 1972 年 3 月 31 日 , 
西之表 市 で の 採集 例 (個体 数 の 記述 な し ) の ほか , 1974 
年 一 1978 年 の 3 一 7 月 の 幼生 期 を 含む 記録 を 示し た (中 峰 ・ 
H5, 1978). また , 同島 に 在住 する 尾形 (1976) は , 
1973 年 4—5 月 に 西之表 市 各地 で 初め て 採集 で きた と 報告 
し て いる . さら に , 1974 年 5 H, 1976 年 3 一 7 月, 1977 
年 47 月 の 西之表 市 で の 記録 が 続く COBRA, 1976, 
1978a, 1978b). し か し , その 後 の 報告 例 は , 1980 年 6 月 
17H, 14, 西之表 市 (尾形 , 1981) と 1990 年 6 月 17 日 , 
1$, 中 種子 町 (SAN, 1994) し か な い . 


と ころ が , 2002 年 か ら 5 年 間 こ の 島 に 洋 在 し た 大 坪 (2008) 
は , 西之表 市 の 7 カ所 (2002 年 6 H, 2003 年 3・4・7 月 , 
2004 年 3・4・$・6・8 H, 2005 年 ?・6・8・10・11 月 , 
2006 年 5 月 ), 中 種 町 野間 (2003 年 7・8 月 , 2004 年 6・7・ 
8・10・11 H, 2005 年 S く ・6・7・8・10・11 H, 2006 年 1・ 
6・7 月 ) で 目撃 ・ 採 集 多数 と 報告 し て いる . 


筆者 (福田 ) は この 島 で の チョ ウ 類 調査 を 1954, 1982, 

1985, 1989, 1999, 2000, 2005 年 に 行っ て いる が , この 
間 の ベニ シジミ を 見 た こと は な か っ た . 2006 年 7 月 4ー7 
H, 中 種子 町 の 旧 空 港 跡地 で 本 種 が 普通 で ある こと を 確認 
し た も の の , この 期間 に 調査 し た 中 種子 町 ( 無 内 川 , 古 房 
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Sacs 


3—10. 屋久 島 の ベニ シジミ の 生息 地 . 

3 永田 川 河畔 ，4， 永田 OKE), 5. 一 湊 (畑地 ), 6. 小瀬 田 (エビ 養殖 場 ), 7. 春田 浜 (海水 浴場 ), 
8. ZÆ GE), 9. 平内 (ミカ ン 園 ), 10. 栗生 (畑地 ). 

Figs 3-10. Various habitats of L. phlaeas in Yakushima. 
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38 ve ve 











E: 明 色 型 W), 中 : 中 間 型 , 右 : 暗色 型 ( 夏 型 ) 2011 年 の 採集 ・ 飼 育 に よる 成虫 . 上段 (4): 
Æ (5 H 14 日 羽化 , 永田 産 ), 中 (3 H 21 日 羽化 , 一 湊 産 ), A (5 月 23 日 羽化 , 永田 産 ) FEE (9): 
Æ (4 月 14 日 採集 , 永田 : BH), 中 (5 月 22 日 羽化 , 永田 産 ), A (5 月 23 日 羽化 , 永田 産 ). 





久保 田 が 無 作為 に 採集 し た 総計 131 頭 の 記録 . 数 値 は 頭数 . 

















Table 2. Seasonal changes of the wing colorations of L. phlaeas in Yakushima. 
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図 11. 屋久 島 産 ベ ニシ ジミ の 季節 的 変異 
Fig. 11. Seasonal variations of L. phlaeas in Yakushima. 
left: plain type (spring form), middle: intermediate type, right: dark type (summer form) 
表 2. 屋久 島 産 ベニ シジミ 成虫 の 季節 的 変異 








March April May June July | August Sept Octo. Novem. Decem. 
Sex | Color-type Total 
3H 4 月 5H 6H 7H 8 月 9H 10H uH 12H 
Light 7 10 19 4 2 1 43 
ず middle 9 14 4 1 1 29 85 
dark d 7 2 13 
Light 3 2 10 5 5 2 1 28 
$ middle 5 7 4 16 46 
dark 1 1 2 








池 , 薬草 試験 場 , 今 態 野 , 熊野 川 , 苦 浜 川 ), 南種子 町 ( 西 
元 , 本 村 , 宝 満 池 , 熊野 浦 , 長谷 池 ) の 水田 地帯 で は まっ 
た く 発 見 出来 な か っ た . さら に , 2009 年 6 月 , 2010 年 10 
月 に も , 種子 島 各 地 で 他 の チョ ウ の 調査 を し た が 本 種 は 見 
て いな い . 


そこ で , 2013 年 6 月 15 一 16 H, 本 種 を 目的 と し た 調査 を 
行い , 西之表 市 天女 ヶ 倉 公園 , いこ い の 森 公園 , 形 之 山 , 
住吉 , 中 種 町 の 町 山崎 , 原 尾 , 南種子 町 の 本 村 の よう に , 
北部 山地 の 公園 か ら 南 部 の 低地 水田 地帯 まで , 少数 一 普通 








と いう 個体 数 で 夏 型 成虫 を 確認 し , 幼虫 ( 食 草 : スイ パ ) 
も 採集 し た . 同年 9 月 14-15 H, 11 月 28-29 日 の 山地 の 
調査 で は 発見 出来 な か っ た が , これ まで の 調査 結果 を 見 る 
と , この 島 で は , 水田 地帯 を 中 心 に , か な り の 山地 まで 入 
り 込 ん で , 普通 な チョ ウ に な っ て いる こと は 確か で ある . 


気流 ・ 気 温 の 変化 
気流 に つい て , 2016 年 に 閲覧 し た 気象 庁 の ウェ ブサ イト 


(各種 デー タ ・ 資 料 ) に よる と , 屋久 島 東 部 の デー タ は , 
2006 年 一 2009 年 の 各 6 H, 東風 は 4 年間 で 3 日 だ け , 南 
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東風 や 南 風 は 1 一 14 H, 南西 風 も 0 一 17 日 と 年 変動 が 大 き 
い の に 対し , 種子 島 か ら の 飛来 に 関わ る 北東 風 が 吹い た 日 
は 毎年 安定 的 に 3 H, 4 年間 で 20 日 ある . 初 飛来 の 可能 
性 が 高い 2005 年 6 月 は , 北東 風 の 日 が 7 日 あり , 東風 は 
1H, ほか は 北西 風 8 日 , 南東 風 6 H, 南 風 4 日, 南西 風 
4 日 と な っ て いる . また , 北東 風 が 吹い た 7 日 の うち , 1 
日 だ けが 6.1 msec. と 弱く , 他 の 6 日 の 最大 瞬間 風速 は 9.1 
~15.6 m/sec. で あっ た . 


気温 は , 屋久 島 に つい て 気象 庁 の デー タ が ある 1938 一 
2015 4E, 77 年 間 の 年 平均 気温 を 見 る と , 最低 15.1C (1947 
Æ) 一 最高 17.6C (1998 年 ) の 範 囲 で 変動 し , 初期 の 10 
年 間 (1938 一 1947 年 ) は 平均 が 15.94'C, 最近 の 10 年 間 
(2006—2015 年 ) は 16.67C で , 近年 が 0.73C 高 く な っ て 
いる . これ は 日 本 全体 の 上 昇 気 温 1.1C て に は 及ば な い が , 
それ に 近い 値 で 温暖 化 が 進行 し て いる と 言え よう . 


考 E 
発生 ・ 採 集 地 の パ ター ン 


発見 地 12 地域 は 連続 せ ず 低地 に 散在 し て いる が , あま り 
人 手 の 入 っ て いな い 環 境 (海岸 岩場 , 河川 流域 : 楠 川 , 船 
fr, 磯部 , 春田 浜 ) と 人 為 的 な 環境 (田畑 : 永田 西 部 , 一 
BR GFT, WE, ミカ ン 園 : 平内 , 造成 地 : 小瀬 田 , dE 
^E) に 大 別 で きる . ベニ シジミ が 安定 的 に 見 られ る の は 後 
者 で , この 島 で も , 本 種 は 人 為 的 な 人 里 環 境 の 生息 者 で あ 
る こと を よく 示し て いる . 


と くに 平内 地区 の ミカ ン 園 は , 下草 と し て スイ バ が 一 面 に 
ぎっ し り 生 えて いる 畑 が あっ て (Bl2-9), 本 種 の 発生 地 
と な っ て いる が , 近 くに は まっ た く 生 を て いな い 畑 も あり , 
栽培 農家 の 人 に よる と , 撤 布 し た 肥料 に スイ バ の 種子 が 混 
入 し て いた 可能 性 が ある と いう . この 真備 の 確認 は 今後 の 
課題 と し て も , ヒト の 環境 拉 乱 が この よう な 形 で 起こ る 可 
能 性 が ある こと は 注目 し て よい . 


発見 され な い 地 域 は , 低地 か ら 高 標高 地 に か け て の , この 
島 に も っ と も 多い 樹林 地帯 や その 路傍 , 低 山地 の 畑地 , R 
樹 園 な ど に な る . 島 の 一 周 道 路 (車道 ) 添い に は , ギ シ ギ 
シ , スイ バ が 少な く な い が , 今 の と ころ , この よう な 場所 
で の ベニ シジミ の 発見 例 は な い . た だ し , 生息 地 を つなぐ 
WE し て の 役割 は ある か も し れ な い 


周年 経過 


成虫 の 採集 ・ 目 撃 記 録 か ら 推定 する と , 屋久 島 で は , R 
冬 世代 成虫 が 3 月 か ら 出現 (初見 : 2006 年 3 月 21 日 , E 
WPAP), 4 月 上 中 旬 に 多く , 5 月 まで 生存 個体 が いる ら 
Lv. 4H 1820 日 の 卵 は , 鹿児島 市 の 室内 飼育 で は , 5 
月 22 一 24 日 に 羽化 (11 頭 ) し て いる の で , 幼生 期 は 34 
日 前 後 と な る . 野外 で は 第 1 世代 成虫 は , 5 月 上 旬 に 暗色 
型 (AWM) 成虫 を 主として 出現 し て いる が , これ は 3 月 に 
産ま れ た 卵 に 由来 する も の で あろ う . 


以後 の 経過 は 不詳 で , 年 に 数 回 の 発生 を 繰り 返し て いる ら 
し いこ と , 6 月 上 中 旬 は 第 1 世代 と 第 2 世代 の 早い も る の が 























交じっ て 最も 個体 数 が 多い 時 期 に な る こと , 78 HOR 
夏 に は 幾 分 個体 数 が 減る こと な ど が 見 られ る . 終 見 記録 は 
2010 年 12 月 4 日 (1 了 了 19? : 一 湊 ) で ある (I). 


冬 は 非 休眠 の 卵 , WE, "ECC, 成長 し な が ら 過 ご し , 1—2 
月 で も 温暖 な 日 に は 羽化 個体 が いる と 推定 され る . この 経 
過 は 鹿児島 県 本 土 と ほぼ 同じ で ある が , 屋久 島 で は 1 一 2 
月 の 羽化 個体 は も っ と 多い か も 知れ な い . 種子 島 で は 
2006 年 1 月 28 日 (1 個体 目撃 ) の 記録 が ある (KH, 
2008. し た が っ て , いま の と ころ 屋久 鳥 低地 で は 特有 の 
経過 は な いと 推定 され る . 


1928 年 の 記録 の 再 検討 


屋久 島 初 記録 は 1928 年 8 月 1 日 , 栗生 で 採集 され た 1 
で ある が (江崎 ・ 梅 野 , 1929) , その 後 2006 年 まで , この 
島 の どこ で も 発見 され ず , 同 報 文 に は 疑問 種 あ る い は 迷 
チョ ウ と され る カバ シタ アゲ ハ Chilasa agester (Gray, 
1831) 1 の を 含む こと な どか ら , ベニ シジミ も 同様 と する 
見 解 が 少な く な い (藤岡 , 1975 : 矢 後 ・ 小 田 切 , 2007 : な 
E). し か し , 詳細 に 検討 し た も の は な い の で , 若干 の 考 
察 を 試み た い . 


これ は 梅野 明 が , 1928 年 7 月 29 H —8 月 4 日 に 採集 し た 
チョ ウ 類 41 種 の 中 の ひと つ で ある . 彼 の 調査 ルー ト は 他 
の 種 の 採集 デー タ か ら , 安房 一 小杉 谷 一 花 之 江 河 一 宮之浦 
征 一 花 ノ 江 河 一 栗生 一 尾 之 間 一 安房 で , 低地 一 奥山 一 低地 
と いう , その 後 も 多く の 人 が 調査 に 使っ た ルー ト と 推定 さ 
れる . この 採集 標本 を も と に 原稿 を 作成 し た の は 江崎 悦 三 
(九州 大 学 農 学部 昆虫 学 昆虫 学 教室 教授 ) で , 屋久 島 新 記 
録 種 と し て , カバ シタ アゲ ハ , ベニ シジミ の 他 に , ヤク シ 
マル リ シ ジ ミ Acytolepis puspa (Horsfield, ([1828]), サツマ 
シジミ Udara albocaerulea (Moore, 1824), オオ チャ バネ セ 
セリ Polytremis pellucida (Murray, 1875). Oz, 1 4), 
KWYN EX £ Isoteinon lamprospilus C. Felder et R. Felder, 
1862 ( 花 之 江 河 , 19) が ある . これ ら の うち , サッ マシ 
ジミ , ヤク シマ ルリ シジミ は その 後 普通 に 産 す る こと が 分 
か っ た が , オオ チャ バネ セセリ は , 1951 年 (宮之浦 一 志 
戸 子 , スス キ で 幼虫 ) (石黒 , 1951) 及び 1968 年 (安房, 
1 £) (日 向 , 1969) の や や 疑問 視 さ れ て いる 2 記録 し か な 
い . ホソ バ セ セ リ の 追加 記録 は 見 られ な い . と は いえ , こ 
の 2 種 の セセリ チョ ウ は , 種子 島 や 鹿児島 県 本 土 の 状況 な 
どか ら , 当時 生息 し て お り , その 後に 消滅 し た 可能 性 も 大 
きい . 


し か し , 現在 も 県 本 土 に 普通 に 見 られ る ベニ シジミ が , 
セセリ チョ ウ 2 種 と 同様 な 経過 を た どっ た と は 理解 し 難 
v. 栗生 は 人 里 や 耕作 地 , 河川 周辺 な ど , 当時 か ら 今日 ま 
で ベニ シジミ の 好む 環境 が 広がっ て いた と 推定 出来 る 環境 
だ け に , 当時 生息 し て いた 可能 性 も 完全 に 否定 は 出来 ず 
その 後 の 記録 を 欠く の は 不可 解 で や も る. したがって, xa 
ウ や 消滅 種 し と いう より , 他 産 地 の 標 本 混入 の 可能 性 を 捨て 
きれ な い 疑 問 種 と し て お く . 
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侵入 年 代 の 推定 


1929—2005 年 の 76 年 間 は , いわ ゆる 戦前 , 戦中 , 戦後 を 
含み , 屋久 島 の チョ ウ 類 に 関す る 文献 は , 戦前 の 1917 年 (大 
正 6 年 ) 一 1941 年 (昭和 16 年) に 20 編 , 戦後 の 1950 年 
—1957 年 に 16 編 あ り (白水 , 1958), その 後 は 201 年 ま 
で に Satsuma だ け で も 164 編 の 報 文 が ある . これ ら は も ち 
ろ ん ベ ニシ ジミ だ け を 目的 に し た 調査 例 で は な い が , か な 
り の 精度 で この 島 の チョ ウ 相 が 調査 きれ て きた こと を 示 
す . 一 方 , この 期間 に は 昭和 30 一 40 年 代 の 高度 成長 期 に 
お ける 森林 伐採 な ど 環 境 の 激変 期 が あり , 屋久 島 で も 小杉 
谷 な どの 奥山 地域 まで , 本 種 が 生息 し や すい 人 里 的 環境 が 
広がっ た (福田 ・ 久 保田 , 2012). し か し , 本 種 は 発見 き 
れ て いな い . 


この うち , 福田 は 1954—2015 年 に 40 回 の 現地 調査 を 実施 
L, 久保 田 は 1998 年 以来 , 麦 生地 区 を 中 心 と し て 島 の ほ 
ほぼ 全域 で 昆虫 相 の 調査 を 実施 し た . これ ら の 中 に は ベニ シ 
ジミ の 生息 可能 性 の 高い 人 里 環 境 も 含ま れ て いた が , 本 種 
は まっ た く 発 見 出来 な か っ た . 


そし て , 2006 年 3 月 21 日 , 一 湊 で 産卵 中 の 1 9 23:38 Z 
れ た の で あっ た が , 本 個体 は この 時 期 に 北方 か ら 飛 来 し た 
可能 性 は 低い . 3 月 下旬 は 九州 本 島 南 部 や 種子 島 で は 越冬 
世代 ( 春 型 個体 ) が か な り 発 生 し て いる も の の , 鹿児島 県 
本 土 の 多く の 事例 (福田 ・ 田 中 , 1962 : ほか ) か ら 見 て も , 
3 月 21 日 以前 に 交尾 を すま せ た 産 卵 可能 な 〒 は まだ 少な 
€, また , この 時 期 に 北 寄り の 風 で の 南下 する 確率 は 低い . 
し た が っ て , この 個体 は 前 年 か ら の 越冬 世代 の 可能 性 が 高 
く , 屋久 島 へ の 本 種 の 侵入 は 2005 年 と する の が 妥当 で あ 
ろう . も ちろ ん , それ 以前 の 可能 性 も ある . そう で あれ ば , 
最初 の 飛来 個体 は 少な く , か な り 局 地 的 で , 発見 が 遅れ た 
と いう こと に な る . 


前 記 の 尾上 (2010) に ある "数 年 前 ” も 一 湊 で 発見 され た 
2006 年 の 前 後 で あろ う が , この 永田 一 一 湊 地 区 で は , Æ 
者 ら は 2005 年 4 月 上 旬 と 2003 年 4 月 下旬 は ツマ キチ ョ ウ 
を (福田 ・ 久 保田 , 2008), 2004 年 10 月 上 旬 は タイ ワン 
ツバ メシ ジミ を (REK) 目的 種 と し て 調査 し た が , 本 種 
は 発見 し て いな い . これ は , すでに 本 種 が 生息 し て いた と 
し て も , 個体 数 も 生息 範囲 も 少な か っ た こと を 示唆 する . 
また 8.7 km 離れ た 両 地域 に , 同時 に 侵入 し た 可能 性 も あ 
る が , これ を 検討 する 情報 は 乏しい . 


仮に 2005 年 の 侵入 と し て も , な ぜ そ れ 以 前 に は 飛来 し な 
か っ た の か . 想定 され る こと は , 供給 源 と な る 地域 (種子 
島 ) で の 個体 数 が 多く な か っ た こと で ある が , そう で あっ 
た と し て も , 次 は 種子 島 で の 個体 数 増加 の 原因 解明 と いう 
新た な 課題 が 待つ . 

飛来 源 の 推定 

本 種 は 九州 本 島 で は 蘭 摩 ・ 大 隅 半 島 の 南端 部 まで 見 られ る 
が , 屋久 島 に 最も 近い 産地 は 種子 島 で , その 他 の 近隣 の 馬 
毛 島 , 三島 村 , 南部 の トカ ラ 列 島 , 奄美 諸島 で は 発見 され 
て いな い . し た が っ て , 屋久 島 で の 再発 見 地 が 北部 で ある 




















こと を 勘案 する と , 供給 源 と し て 可能 性 が 高い の は 種子 島 
で ある . 種子 島 で の 本 種 の 初 記録 は 1972 年 で , その 後に 
増加 し , 2005 年 ある い は 2006 年 , 屋久 島 に 侵入 し た と 推 
定 さ れる 時 点 で , この 島 は 本 種 の 供給 源 と し て , か な り 高 
い 可 能 性 を 持っ て いた と 推定 され る . 2013 年 の 調査 で は 
普通 に 見 られ る 状況 に な っ て いた . 


飛来 ・ 侵 入 の 手段 


屋久 島 に 侵入 する チョ ウ 類 は ., アサ ギ マ ダ ラ の よう に 北 は 
宮城 県 。 南 は 沖縄 県 か ら 飛 来 し た 例 も ある し (人 久保田, 
2010, 2015), T Z Y [Eher EA O ES A 2^ ORR 
する 迷 チ ョ ウ や , 秋 の 北西 季節 風 に 乗っ て 北方 か ら 飛 来 す 
る と 推察 され る 種 も いる . しかし, ベニ シジミ は その 分 布 
域 , 生態 , 屋久 島 で の 発見 例 な どか ら , これ ら と は 異な る 
L, 人 に よる 搬入 の 可能 性 も 低い . 


結局 , 本 種 は 近 距 離 の 地域 (種子 島 ) か ら 北 東風 に 乗っ て 
自力 で 飛来 し た と 推定 せ ざ る を 得 な い . 筆者 ら が 北部 の 一 
湊 で 調査 を 開始 し た 2010 年 6 月 (本 種 の 個体 数 が 最も 多 
ORRI), 遠望 され る 種子 島 方 面 か ら の 強い 北東 風 が 吹い 
て お り , チョ ウ が これ に 乗っ て 飛来 する こと は ご く 自 然 な 
こと の よう に 思わ れ た . 


そこ で , 最も 飛来 の 可能 性 が 高い 時 期 と し て 2005 年 6 月 
を 想定 し , チョ ウ が 運ば れ や すい 北東 風 の 状況 を 見 た の で 
あっ た . それ に よる と , この 6 月 に は 北東 風 の 日 が 7 日 も 
あり , その 多く は 最大 瞬間 風速 が 9.1 一 15.6 msec. で あっ 
た . これ は 時 速 50 km 程度 に 相当 し , チョ ウ が これ に 乗れ 
GE, 両 島 間 の 最短 距離 約 18 km の 地点 な ら , 20 分 余り で 
屋久 島 に 到着 する と 推定 され る . 気流 に 乗っ て 近 距 離 の 海 
上 を 移動 する チョ ウ に と っ て , その 飛翔 形式 , 羽ばたき 型 
と 滑空 型 の 違い が , どの 程度 影響 する か は , 今後 の 課題 で 
あろ う . 


も ちろ ん , 種子 島 か ら 屋 久 島 へ ベニ シジミ が 飛来 する な ら , 
この 年 この 時 期 に 限ら ちら れる こと は な いで あろ うし , 到着 地 
も 屋久 島 の 東 半 部 各地 に その 可能 性 は ある が , 前 記 ( 図 1) 
の と お り , 2006 年 以降 の 屋久 島内 で の 分 布 拡大 が 年 次 的 
に 北 か ら 南 に 向かっ て いる の で , 島内 で の 発生 個体 が 南部 
へ 分 散 し て いっ た と も 考え られ る . そう で あれ ば , 屋久 島 
へ の 侵入 は 2005 年 あたり の 1 回 だ け だ っ た 可能 性 も ある . 
今後 の 定着 の 可能 性 

日 本 産 チ ョ ウ 類 の 分 布 系 統 を 5 つ に 分 け て 論じ た 日 浦 
(1971) は , ベニ シジミ 属 を シベ リア 型 分布 系 の 内 陸 ア ジ 
ア 草 原 広 分 布 属 と し , 日 本 へ の 侵入 は 草原 的 環境 が 広がっ 
た 第 四 紀 の 氷 期 で (日 浦 , 1972, ベニ シジミ は 人 為 草原 
や 裸 地 の 拡大 に よっ て 分 布 と 個体 数 を 拡大 し た で あろ うと 
いう (日 浦 , 1977). 


本 研究 で 明らか に され た よう に ., 旧 北 区 系 の ベニ シジミ が, 
各地 で チョ ウ 類 が 分 布 域 を 北 に 広げ つつ ある 温暖 化 の 時 期 
に , それ に 逆行 し て 南下 し , 種子 島 , 屋久 島 の 亜熱帯 的 気 
候 帯 で の 生活 を 始め た . 種子 島 で は すでに 定着 し て 普通 に 
見 られ る 種 な っ て いる が , 屋久 島 で も その よう な 兆し が 見 
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えて いる . 今後 , 発生 を 続け る で あろ うか . 


これ に 関わ る 要因 は , 福田 (2012a,b,c) 23, 南西 諸島 を 
北上 し た 6 種 の チョ ウ の 北進 を 検討 し て 指摘 し た よう に , 
気温 の 変動 の ほか , 異常 気象 や 人 の 環境 失 乱 の 影響 な ども 
無視 で き な い . 同様 な こと が 南下 の 場合 も 問題 に な る と 思 
われ る . し か し , 現時 点 で は 定着 に か か わる 要因 の 解析 は 
不 十分 な が ら , 本 種 は すでに 島内 で 分 散 し , 少な く と も 9 
年 間 は 連続 発生 し て いる こと か ら , 今後 も 定着 を 続け て 安 
定 し て 発生 を 続け る よう に な っ て いく 可能 性 は 高い . 


それ に し て も , 九州 南端 部 を 分 布 南限 と し て いる 20 種 の 
チョ ウ の 中 で , な ぜ 本 種 だ けが この よう な 経過 を 示し た の 
か . それ と も , 本 種 の この 南下 は , 海 を 越え を て いる か ら 目 
立つ も の の , 多く の チョ ウ が 通常 行っ て いる 分 散 の 範囲 に 
入る も の で あろ うか . 


この よう な 課題 を 解決 する に は , 南 九州 や 種子 島 に お ける 
ベニ シジミ の 生息 環境 の 変化 や 個体 数 変動 を 見 直す こと 

と , 屋久 島 で の 野外 に お ける ベニ シジミ の 生活 を 詳細 に 観 

察する こと が 不可 欠 と 思わ れる . 屋久 島 に つい て は , 次 の 

よう な 課題 が ある . 

1) も し 温暖 化 が 影響 する な ら , 盛夏 の 高温 期 の 生活 が 問 
題 と 思わ れる . こ の 時 期 は あま り 個 体 数 も 多く な い の で , 
7—8 月 に , 本 種 の 各 ス テー ジ が 何 か 生 活 上 の スト レス 
を 受け て いる か . 


2) ギシギシ の ある 海岸 地帯 で の 発生 は 不 規則 で , あま り 
個体 数 も 多く な い の は な ぜ か . ギシギシ が 開花 ・ 結 実 期 
を 終え た 後 の 若葉 の 生育 状況 , 吸 蜜 植物 の 有無 な ども 知 
り た い . 


3) ヒト の 措 乱 の 少な い 奥山 地域 ( 高 標高 地 ) まで 生息 域 
を 広げ る か . 気温 な どの 条件 は ベニ シジミ に と っ て 低地 
より 高地 の 方 が よい と 思わ れる が , 食 草 が 花 之 江 河 な ど 
の 湿原 や ヤク ザ サ 常に ある か . 途中 の 登山 道路 沿い に 分 
散 で きる か な ど に 注目 し た い . 


4) 島内 で の ベニ シジミ の 分 散 は 低地 車道 沿い , ある い は 
海岸 沿い に , 連続 的 な も の か , 飛び 地 的 な も の か . 車道 
沿い に 生え る ギシギシ で 幼虫 を 捜し , 成虫 の 行動 園 に も 
注意 する . 


これ ら の 調査 に は , 断片 的 な 記録 も 極め て 有用 で あろ う . 
未 発表 デー タ を 含め て , ご 教示 いた だ け ば 幸甚 で ある . 























要 約 


1. 屋久 島 で は 1928 年 に 1 ず の 記録 が あっ た が , 2006 年 
に 再発 見 され た . 2006—2009 は 北東 部 2 地点 に , 2010— 
2012 年 に は 新た に 東北 部 2 地点 で , 2013 一 2015 年 に は 
南西 部 まで 8 地点 で 発見 さき され, 西部 林道 を 除く ほぼ 全島 
の 低地 , 人 里 に 広がっ た . 


2. 生息 地 は , 人 里 と 海岸 近く の 草地 ・ 荒 れ 地 な ど , fu 
スイ バ と ギシギシ が 豊富 に み ら れ る 地域 で ある . 





3. 最初 の 個体 は , 2005 年 に , 種子 島 か ら 北 東風 に 乗っ て 
飛来 し た 可能 性 が 高い . た だ し , 種子 島 で も 本 種 が 確認 
され た の は 1970 年 代 以 降 で , 屋久 島 に 侵入 し た の は , 
種子 島 で の 個体 数 が か な り の 数 に 達し た 2005 年 以降 に 
な され た 可能 性 も ある . 
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Summary 


1. Lycaena phlaeas chinensis is a common lycaenid on the Japan 
mainland, but on Yakushima island there had been only one 
record of a male captured in 1928 . As no additional records 
had been reported, there it had been regarded as a non-resident 
butterfly on the island. In 2006, however, a few individuals of 
L. phlaeas were found and captured in northern areas of the 
island. It has been 78 years since the last record above 
mentioned. The initial arrival in Yakushima may have 
occurred in the previous year, 2005 . Thereafter, the butterfly 
has been found in many sites along the coast of the island, and 
probably some populations of the butterfly were established in 
some sites at 2015. 


2. As shown in Fig. 2, the butterfly was only found in two sites 
in the northeastern parts of the island in 2006-2009 ; 
subsequently, it was also found in 2 separate sites in the 
northern area in 2010-2012, and in a further 8 sites in 2013- 
2015. Thus, it has spread all along the lowland coastal areas in 
the island, except the western forest areas without human 
habitation. 


3. Its food plants are wild herbs of the Polygonaceae, Rumex 
acetosa and R. japonicus. The life cycle of the butterfly 
repeats 4-5 times a year with a peak of population in May- 
June. It winters with non-diapause stages, mainly as larva or 
pupa. Adults emerge on warm days even in January-February. 


4. In Yakushima, this species is found in human residential areas 
of low elevation (e.g. cultivated lands, citrus orchards, 
grasslands, and waste lands) , and also in wild rocky seaside 
areas where the foodplants grow (Figs 3-10). Among those, 
arable areas where R. acetosa grows in abundance are likely 
the most suitable habitat for this lycaenid. 


5. The most plausible origin of the butterfly population which 
has reached Yakushima island is neighboring Tanegashima 
island, the nearest habitat of this species, which is 18 km 
distant. From there, the buttefly may have flown over to 
Yakushima with the aid of a northeastern wind. However, it 
remains unclear whether arrivals took place only once in 2006 
or have continued up to the present. 


6. Notably, in Tanegashima, where this lycaenid is common 
today, it was recorded for the first time in 1972 as an 


旧 北 区 の チョ ウ , ベニ シジミ が 屋久 島 ま で 南下 し た 


unconfirmed resident species. But the causes of this sudden 
appearance and subsequent increase in Tanegashima are new 
questions to resolve in the future. At any rate, the fact suggests 
that before 2006 it had scarcely chances of fly over to 


Yakushima, due to its absence or scarcity in Tanegashima. 
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